
roba
ヒント・コメント
理屈抜きに(H)onが選べるが、迷うとすれば、L(NO WORD)、(A)against、（D)forだろうか。他動詞の場合は、あとがto不定詞か節。未定のプランに賛成、反対するのもおかしいので、A,Dは不適になる。

roba
ヒント・コメント
bend overに「精を出す」という意味がある。ここでは、bend[lean, fall] over backward (to do)で、「懸命に～する」という意味になる。

roba
ヒント・コメント
「良い歌詞の歌」と日本語で考えてofを選ばないこと。withを選ぶ。

roba
ヒント・コメント
「考え直してみて」「考え直した結果」の意味に。必須事項。

roba
ヒント・コメント
in doubtで「不確かな」という意味。beyond doubt　で「疑いなく」。

roba
ヒント・コメント
supportは他動詞。

roba
ヒント・コメント
with。以下のwhichは非制限的用法でつながるべき。respectの後にカンマを付けるべき。

roba
ヒント・コメント
respect, which motivatedと続くべき。

roba
ヒント・コメント
get(go) into mischief=いたずらを始める

roba
ヒント・コメント
cf.　There is light at the end of the tunnel. トンネルの先に明りが見えるa

roba
ヒント・コメント
presidentとの面会を強く求める、という意味にする。ちょっと出てこないか？for。

roba
ヒント・コメント
cf. Here is a ～ for you.　これ, あなたへの贈り物です.

roba
ヒント・コメント
「強化する」「さらに力を入れる」の意味に。step up

roba
ヒント・コメント
keep it on かkeep it upのどっち？

roba
ヒント・コメント
以下、to不定詞の意味上の主語。中学レベル。

roba
ヒント・コメント
riskがとる前置詞。必須

roba
コメント
分かりにくいものがいくつか含まれている一方で、極めて基本的なものが後半で連続する。10問できて及第か。



roba
ヒント・コメント
smallest。to the smallest size あるいは to the lowest level

roba
ヒント・コメント
nameあるいはしぎに。signatureは、身振り、手振りで伝える「合図」「サイン」。なお、有名人の「サイン」はautograph。

roba
ヒント・コメント
wrongly addressed envelopes。過去分詞addressedを修飾するので、副詞にすべき。

roba
ヒント・コメント
mistakeにすべき。missは「的をはずす」こと。

roba
ヒント・コメント
「一日中」「終日」はall the day

roba
ヒント・コメント
Three-year-old boyとする。センター試験レベルの必須事項。

roba
ヒント・コメント
nearは副詞と考え、toが付く。toを付けなくていいが、その場合にnearは前置詞。比較の場合には副詞として使うのでtoは不可欠。

roba
ヒント・コメント
machineryは不可算名詞（数えられない名）なので、複数形にならない。ここで「重機」といいたければ、heavy machines.
put ... to work で、．．．動かす。

roba
ヒント・コメント
分子が２以上になると分母の序数にｓがつく。期間を表す場合はforだが、about、more thanなどが数につくと前置詞が省かれる。

roba
ヒント・コメント
人が主語にならない。この文をもとに書くと、It will not be convenient for me to attend the meeting ...




